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飼料イネとファジー ビー ン混合サイ レージの発酵品質な らびに

乳牛への給与が乳生産に及ぼす影響(予 報)
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岡野 香 ・名 田陽一 ・下條雅敬 ・増 田泰久

九州大学大学院農学研究院 ・'現在宮崎大学農学部 ・2九州大学農学部附属農場

(受付2007年3月31日;受 理2007年6月7日)

要 約 飼料 イネ(Tetep)と 暖 地型 マメ科牧草 ファジー ビーン(以 下Pb)と の 混合がサ イ レージの発 酵

品質な らびに乳牛 におけ る生産性 に及 ぼす影響 について検討 した.Tetepサ イ レージは乾物率 が高 く,有 機 酸

の生成 が少ないが良質なサ イレー ジとな り,Tetep・Pbサ イ レー ジは乾物率が低 く,全 窒素 に対 する揮発性 塩

基態窒 素比率(VBN/TN)が 高 く,V-SCOREの 低 いサイ レー ジとなった.Pbの 可 消化養分総量(TDN)お よ

び粗 蛋白質(CP)はTetepよ り高いため(TDN;65.0%,CP;15.0%),Tetep・Pbサ イ レージのTDNお よび

CPはTetepサ イ レージ よ り高い値 となった.Tetep・Pb給 与 区の平均 乳量 は対 照区(イ タリアンライグ ラス

サイ レー ジ給与)と 同様 であ るが,乳 脂肪含有 率 は,Tetep給 与 区で高 く,Tetep・Pb給 与 区が対照 区 よ りや

や低 い傾 向 となった。 また,乳 蛋 白お よび無脂 固形分(SNF)含 有 率 はTetep・Pb給 与 区がTetep給 与 区 よ り

高 く,い ずれ も対照 区 よりやや高 い値 を示 した.血 液性状 につ いては,総 蛋 白,総 コレステ ロール,尿 素窒素

お よび グル タミン酸 オキサロ酢 酸 トラ ンス ア ミナーゼ(GOT)に お いてTetep・Pb給 与 区が対照区 よりやや

高 い値 を示 したが,臨 床上 問題 となる ような値で はなか った.ル ーメ ン液性状 につい ては,酢 酸 にお ける総

VFA中 の モ ル比率 はTetep・Pb給 与 区が対 照区 よ りや や低 い値 を示 したが,酪 酸お よび吉 草酸 にお ける総

VFA中 の モル比率 はTetep給 与 区お よびTetep・Pb給 与 区が対照 区 よ りやや高 い値 を示 した.ア ンモ ニア態

窒素濃度 についてはTetep・Pb給 与 区が対照区 よ り有意 に高い値 を示 した.

キー ワー ド:血 液性状,サ イ レージ発酵,飼 料 イネ,乳 生産,フ ァジービーン,ル ー メン発酵.

緒 言

近年,水 田飼料作物生産振興事業や国産粗飼料増産緊急

対策事業等により水田飼料作物作付面積は増加 し,飼 料イ

ネ作付面積は日本国内で5000ha余 りに達 している 〔1-3〕.

特に九州地域では作付面積が年々増加 し,全 国の作付面積

の1/2以 上を占める 〔2〕.

イネホールクロップサイレージ(イ ネWCS)の 飼料特

性 についてはこれまでに多 くの研究がなされ,イ ネWCS

は輸入チモシー乾草やイタリアンライグラス乾草などのイ

ネ科牧草に比べると,粗 蛋白質と粗繊維の含有量がやや低

く,粗 灰分が多いこと 〔4,5〕,一 般にイネWCSの 嗜好

性や採食性は良好であること等が報告されている 〔6,7〕.

また,泌 乳牛へのイネWCSの 給与 に関する研究 も多 く行

われてお り,「ヤマ ヒカリ」サイレージを乾物で20%程 度

混合 したTMRは,輸 入スーダングラス乾草を素材 とした

TMRと 同等の乳生産が得 られること 〔8〕,「ホシアオバ」

サイレージはチモシー乾草に比べ繊維の消化率と乾物摂取

量が低 く,ま た籾全体の排出率が3割程度あることから,

その飼料的価値を高めるためには,乾 物摂取量および籾の

利用性 を向上 させる必要があること 〔9〕,イネWCS(ク

サホナミ)給 与区において,ル ーメン内アンモニア態窒素

濃度が高 く,こ れは籾の低消化性に起因する易利用性エネ
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ルギー不足 によるルーメン微生物蛋 白質合成の低下が推察

されるこ と 〔10〕 な どが報告 されてい る.

暖 地 型 マ メ 科 牧 草 フ ァ ジ ー ビ ー ン(Macroptilium

 lathyroides(L.)Urb.)は 飼 料 イネ に比べ粗 蛋 白質含有率 が

高 く,耐 湿性が優 れ 〔11,12〕,サ イ レー ジの発酵 品質 も

良好 である ことが報告 されて いる 〔13,14〕.さ らに,バ

ピ ア グ ラ ス(Paspalum notatum FI�gge),青 刈 ヒ エ

(Echinochloa crus-galli),ネ ピ ア グ ラ ス(Pennisetum

 purpureum Schum.),飼 料 イネ(Oryza sativa L.,品 種 西海

203号),浮 イ ネ(Oryza sativa L.,品 種Gour Kajolお よび

品種群Rayada)な どヘ ファジー ビー ンを混合 したサ イレー

ジの発酵品質 は良好 な もの となることが これ まで に知 られ

てい る 〔14-17〕.

そ こで本研究で は,水 田を有効利用 した飼料作物生産技

術の 開発 を目的 と し,良 質飼料 イネサ イ レー ジの調製 ・利

用法 を確立す るため,サ イ レージの発酵品質が良好でかつ

粗蛋 白質含有率が高 い暖地型マ メ科牧草 ファジービー ンと

飼料 イネ(Tetep)を 混 合調製 す るこ とに よ りサ イ レー ジ

の発酵 品質 な らびに乳牛 にお ける乳生産性 に及ぼす影響 を

検討 した.

材 料 お よ び方 法

供試 した飼料 イネTetepは 九 州大学農学部附属農場の水

田で湛水直播栽培 し,乳 熟期の2002年9月2日 にモー アで刈

取 り,2日 間予乾 した.Pbは 九州 大学 農学部圃場で栽培,

2002年9月4日 に刈取 り,2-3時 間 予乾 した.Tetepサ イ レー

ジお よびTetep・Pb混 合 サ イ レージは2002年9月4日 に小型

ロー ルベ ー ラ(タ カキ タ製,SE-510)お よ び ラ ップマ シ

ン(タ カキ タ製,WM-500DE)で 調 製 した.Tetep・Pbの

混 合サ イ レージは調製時 に,そ れぞれの予乾後の重量比で

3:1に な るように両草種 を混合 し調製 した.

乳 牛 にお ける生産性 につ いての調査 には,ヘ イキューブ

を含 む配合飼料(以 下配合飼料)と イタ リア ンライグラス

サ イ レージを給与 した区を対照 区(夏 季通常の飼養管理状

態)と し,処 理 区 としてイ タリア ンライグラスサ イ レージ

の一部 をTetepサ イ レージで置 き換 えたTetep給 与 区,あ

るいはTetep・Pb混 合 サ イ レー ジで置 き換 えたTetep・Pb

給 与 区を設 けた.イ タリア ンライグラスは九州大学農学部

附属 農場の 圃場 で栽培 され,2003年5月24日 の 出穂 期 に収

穫 後,ロ ールベ ー ラ(タ カキ タ製,CR1010)お よ び ラ ッ

プマ シン(タ カキ タ製,WM1020)で サ イ レー ジ調製 され

た.供 試牛 は九州大学農学部 附属農場 で飼育 しているホル

ス タイ ン種泌乳牛4頭(試 験開始時の平均 体重568±42kg,

日平 均 乳量25.3±1.1kgお よび平均 分娩後 日数73±44日)

で,体 重,乳 量,乳 期 な どの違 いを考慮 し,ま ず初め に対

照 区の飼料 を4頭 に給与 し(対 照区前期),そ の後4頭 を2群

(2頭 ず つ)に 分 け,処 理 区の飼料 をそれぞれの群 に給与,

表1.供 試 飼料の構成.

試験開始時の体重 と乳量から算出した要求量を満たすよ

うに,TDN換 算で105-110%程 度を給与.

さらに対照区の飼料 を4頭 に給与 し(対 照 区後期),処 理区

と対照 区の比較 を行 った.Tetep給 与 区 とTetep・Pb給 与

区 は予備期 間 を5日 間,本 試験期 間 を11日 間(前 期)お よ

び7日 間(後 期)と し,対 照 区は予備期 間を5日 間,試 験

期間 を7日 間 とそれぞれ設定 した.す なわち,試 験 は2003

年8月1日 か ら12日 ま で を対照 区前期,13日 か ら28日 ま で

(前 期)お よび29日 か ら9月4日 まで(後 期)をTetepお よ

びTetep・Pb給 与 区,9月5日 か ら16日 まで を対照区後期 と

した.処 理区前期での試験期間の延長 は,暑 熱ス トレス に

よる食欲停滞,乳 房炎の発生等が認め られた期間 を除外 し

たためであ る.

酵 素分析法 〔18〕 による細胞 内容物(OCC),高 消 化性

繊維(Oa),低 消化性繊維(Ob)の 値 を用いて供試サイ レー

ジの推定 可消化養分総 量(TDN)を 算 出 し 〔19,20〕,日

本飼養標準 ・乳牛(1999年 版)〔21〕 に従 い,試 験開始時

の体重 と乳量か ら算出 した要求量 を満 たす粗飼料お よび配

合飼料 の給与 量 を設計 し(表1),TDN換 算 で105-110%と

な るように給与 した.粗 飼料 は,対 照区で はイタリアンラ

イグラスサ イレージを26kg,Tetep給 与 区で はイ タリア ン

ライグラスサ イレー ジ22kgとTetepサ イ レージ5kg,Tetep

・Pb給 与 区で は ,イ タリア ンライグラスサ イ レー ジ22kg

とTetep・Pbサ イ レー ジ5kgを そ れぞれ生重換算 で給与 し

た.

配 合飼料 は朝夕 の2回,均 等 分 し給与 した.な お,乳 量

に合 わせ て乳用配合飼料で給与量 を調整 した.粗 飼料の給

与 は,細 切せず現物の状態で朝の濃厚飼料給与前 にイタリ

ア ンライグラスサ イレージを2kg,朝 の 濃厚飼料給 与採食

後 にまずTetepサ イ レー ジも しくはTetep・Pbサ イ レー ジ

の1日 分の半量 を給 与 し,8割 程度採食後 に残 りの イタ リア
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ンライグラスサ イレー ジの半量 を給与 し,夕 方の濃厚飼料

給与採食後 に残 りのTetepサ イ レー ジ もしくはTetep・Pb

サ イ レージ を給与 し,8割 程 度採 食後 に残 りの イタ リア ン

ライグラスサ イレー ジを給 与 した.な お水 は 自由摂取 とし

た.搾 乳は定刻(午 前8時30分 お よび午後5時30分)に 開始

した.

乳 牛の採 食量お よび乳量 は毎 日測定 し,体 重,乳 成分,

ル ーメ ン液(pH,揮 発 性脂 肪酸,ア ンモニ ア態窒 素)お

よび血 液成分 の調査 は各給与期終 了時に行 った.残 食量 は

その都度調査 した.ル ーメ ン液 は朝 の飼 料給与2時 間後 に

カテーテルにて採集 し,血 液 は朝 の飼料給 与2時 間後 に頸

静脈 よ り採血 した.サ イ レージ原料草 の乾物率 は通風乾燥

法(70℃,48時 間 以上)に よ り算 出 し,1mmの ふ るい を

通 るように粉砕 した試料 について,ペ プシ ン ・セルラーゼ

法 に よるin vitro乾 物 消化 率 〔22〕,ケ ル ダール法 に よる

粗蛋白質含有率 お よび80%エ タノール抽 出に よる単少糖含

有 率 〔23〕の測定 を行 った.サ イ レージの乾物率 は通風乾

燥 法(70℃,48時 間以上)に より算 出後揮発性成分含有率

による補正 を行 い,pHは ガ ラス電極pHメ ー タで測定 し,

有 機酸 はガス クロマ トグラフ(島 津製作所,GC-17A)を

用 い,乳 酸 は比色法 〔24〕,揮 発性塩基 態窒素(VBN)は

水 蒸気蒸留 法 〔25〕 によ り測定 を行 い,V-SCORE〔26〕

を算出 した.ル ーメ ン液のpHは ガラス電 極pHメ ー タで

測定 し,揮 発性脂肪酸(VFA)は ガス クロマ トグラフ(島

津 製作 所,GC-17A)を 用 い,ア ンモニ ア態窒 素は水蒸気

蒸留法 に より測定 を行 った.乳 成分 は福 岡県酪農業協 同組

合,血 液成分 は株式会社エ スアールエ ル西 日本 に分析 を依

頼 した.

表2,サ イ レージ埋蔵時におけるTetepお よびファジービーン(Pb)の

乾物率,乾 物消化率,粗 タンパク質含有率および単少糖含有率,

CP:粗 蛋 白質.

縦 列異符号 間 に有意差 あ り(p<0.05).

表3.サ イレージの発酵品質ならびに栄養価.

サ イレー ジ原料 お よびサ イ レー ジについ ては1元 配 置の

分散分析 によ り解析 を行い,乳 牛 に関す るデー タについて

は,牛 群(2頭)の 前期 お よび後期 の調査 デー タを用 い,

対 応 す る牛群 の処理 区 と対照 区 との比較 をそれぞれ1元 配

置 の分散分析 によ り行 った.

結 果 お よび 考 察

表2にTetepお よ びPbの サ イレー ジ埋 蔵時の原料におけ

る乾物 率,乾 物消化 率,粗 蛋 白質(CP)含 有 率お よび単

少糖 含有率 を示 した.Tetepの 乾 物 率は2日 間予 乾 したた

め高 い値 となった.Tetepの 乾 物消化率 お よびCP含 有 率

はPbよ り低か ったが,単 少糖含有率 はPbと 同程度であっ

た.

表3に サ イレージの乾物率,発 酵品質,TDN含 有 率 お よ

びCP含 有率 を示 した.乾 物 率 は,Tetepサ イ レー ジ>

Tetep・Pbサ イ レージ>イ タリアンライグラスサ イ レージ

の順 に高 く,pHはTetepサ イ レー ジで高 か った.Tetep

サ イ レージで は乳酸の生成量は低いが,酢 酸,酪 酸お よび

全窒素 に対 する揮発 性塩基態窒素比率(VBN/TN)も 低 い

ため,V-SCOREは 高 い値 とな った.低 い有機酸生成量 は,

高 い乾物率のためサ イレー ジと しての発 酵が進行 しなかっ

たことによる.Tetep・Pbサ イ レージではVBN/TNが 高 かっ

たため,V-SCOREも 低 い値 となった.イ タリア ンライグ

ラスサ イレー ジで は乾物率が低 く,乳 酸含有 率が高かった

が,酪 酸 含 有 率 お よ びVBN/TNも 高 か っ た た め,V-

SCOREは 低 い値 となった.こ れ まで に著者 らは飼料 イネ

(西 海203号 お よびTetep)お よび浮 イネ(Gour Kajolお よ

びRayada)へPbを 混 合 したサ イレー ジの発酵 品質につい

て調査研究 を行 い 〔16,17〕,Pb混 合 割合が高 いほ ど良好

な発酵 品質 となる ことを報 告 した.こ の こ とは,一 般 に

Pbの サ イ レー ジ発 酵品質 は優れ た もの となるためで あっ

た 〔13-17〕.し か し,こ れ までの報告では実験 用小 型サイ

ロ等 を用いた ものがほ とん どで,ロ ールベールサイ レージ

での報告 は認 められ ない.Pbの 茎 は成長 に伴 い堅 くな り,

ま た,本 研 究で用 いた小型 ロー ルベー ラが トラク タPTO

駆 動 型で な く,自 走式でエ ンジン出力の低 い タイプの もの

であ ったため,サ イレー ジ調製する際,十 分な梱 包密度 が

VBN/TN:全 窒 素 に対す る揮発性塩基態窒素比率,TDN:可 消 化養分 総量,CP:粗 蛋 白質.

縦 列異符号 間に有意差 あ り(p<0.05).
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表4.供 試牛の体重,乳 量 および乳成分.

SNF:無 脂固形分.
対応する牛群の処理区と対照区の平均値に付してある異符号問(aとbおよびAとB)に有意差あり(p<0.05).

表5.供 試 牛の血液成分.

GOT:グ ルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ.

対応する牛群の処理区と対照区の平均値に付してある異符号間(aとbおよびAとB)に 有意差あり(p<0.05).

確 保 されず,良 質の発酵 品質を示 さなか ったもの と推察 さ

れる.TDNお よびCP含 有 率 はイ タリアンライグラスサ イ

レー ジで高 く,Tetepサ イ レージで低 かった.Tetepサ イ

レー ジのTDN含 有 率 はこれ まで に報告 され ている稲 発酵

粗 飼料 と同程 度 であ った 〔5〕.Tetep・Pbサ イ レー ジの

TDNお よ びCP含 有 率 は,PbのTDNお よ びCP含 有 率が

高 い ため(TDN;65.0%,CP;15.0%),Tetepサ イ レー

ジよ り高 い値 となった もの と思 われる.

表4に 乳牛 の体重,粗 飼料採食率,粗 飼料採 食量,TDN

摂 取 量,CP摂 取 量,乳 量お よび乳 成分 を示 した.体 重 に

ついては処理 間に差が認 め られなかった.粗 飼料採食率 は

約88%か ら95%の 範 囲にあ り,同 一牛群 における処理 問の

差 は認 め られなかった.ま た,残 飼 のほ とん どはイタ リア

ンライグラスサ イ レージであ った.Tetep給 与 区が対照 区

よ り高い粗飼料採 食量 を示 し(p<0.05),TDN摂 取 量 につ

いてはTetepお よ びTetep・Pb給 与 区が対照区 よ り高 い値

(p<0.05)を 示 した.CP摂 取 量 について は,Tetepお よ び

Tetep・Pb給 与 区が対照区 よ りや や高 い値 となる傾向 を示

した.な お,給 与量設定 時に残飼 も見 こ して給与量 を設定

したため,す べて の供試 牛のTDN換 算 の要求量 は満 た し

ていた.平 均 乳量 については同一牛群 における処理問 に差

が認 め られ なかっ たが,4%補 正 乳 量 につい ては,Tetep

給 与 区が対照 区 よ り高い値 を示 し,Tetep・Pb給 与 区は対

照 区の同一牛群 と同様 の値 を示 した.こ の こ とは,Tetep

給 与 区の乳脂肪含有率が高い ことによるものであ る.乳 脂

肪合成量 を高め る給与方法 と して は,第 一 胃内での酢酸 ・

酪酸 の生産量 を高 める こ と,お よびC18脂 肪 酸 を中心 とし

た長鎖脂 肪酸の給与 を図 ることが あげ られ る 〔21〕.第 一

胃内での酢酸 ・酪酸の生産量 を高め るため には,消 化性の

高 い繊維 を含 む粗飼料が重要であ る.し か し,本 研 究で用

いたTetepサ イ レージの消化率 は低 く(表2),乳 脂 肪含有

率の上昇 という根拠 にはな り得ず,今 後の検討が必要であ

る.Tetep・Pb給 与 区の乳脂 肪含有率 は対照 区同一牛群 よ

りやや低 い値 を示 した.乳 蛋 白質含有率 について,Tetep・

Pb給 与 区 は対 照 区の 同一 牛群 よ り高 い値 を示 したが,

Tetep給 与 区は対 照区 よ り低 い値 を示 した.ま た,無 脂固

形分(SNF)含 有 率 について も乳蛋 白質含有率 と同様 の傾

向が認 め られた.Tetep給 与 区において は,比 較 的高い乳

脂肪含有率が この ような結果 をもたら したと考 えられ る.

乳 蛋 白質の合成量 を増加 させ る要 因と して は,第 一 胃にお
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表6.供 試牛のルー メン液性状,

VFA:揮 発性脂肪酸.

対応する牛群の処理区と対照区の平均値 に付してある異符号間(aとbお よびAとB)に 有意差あり(p<0.05).

け る微 生物 合成量が高 まる こと,非 分解性蛋 白質比率 の高

い飼料 を給 与す ること,飼 料 蛋 白質のア ミノ酸組成 な どが

あ げ られ る 〔21〕.Tetep・Pb給 与 区 の乳蛋 白質含有率 が

高 くなったのは,CP摂 取 量 が高か ったこ とが一要 因 と考

えられるが,詳 細 については今後検討 が必 要である.

表5に 供試牛 の血液 成分の分析結 果 を示 した.総 蛋 白,

総 コレステ ロールお よび グル タミン酸 オキサ ロ酢酸 トラン

ス ア ミナ ーゼ(GOT)に つ いては,対 照 区同一牛 群 と比

較 して,Tetep給 与 区はやや低 く,Tetep・Pb給 与 区 はや

や高 い値 を示 した.尿 素 窒素 につ いて はTetep給 与 区 と

Tetep・Pb給 与 区共 に対照 区 よ り高 い値 を示 し,Tetep給

与 区 は対照区 同一牛群 より有 意 に高い値(p<0.05)を 示 し

た.尿 素窒 素は飼料 中窒 素の最終代謝 産物 であ り,蛋 白質

の摂取量 と正 の相関が ある ことが知 られてお り 〔27〕,本

試験 の結 果 とも一致する.血 糖 については処理 間に差 が認

め られなかった.血 液成分 については臨床上 問題 となる値

〔28,29〕 は認 め られなか った.

表6に 供試牛 のルーメ ン液性状 を示 した.pHは 処 理 区お

よび対照 区 と もに7.0前 後 を示 したが,や や高 い値 を示 す

場 合 もあ り,唾 液が混 入 した ことも考 え られた.酢 酸,プ

ロピオ ン酸 お よび酪酸 にお ける総VFA中 の各 モル比率 は

処理問で有意な差 はない ものの若干の差 が伺 われ,吉 草酸

にお け る総VFA中 の モ ル比率 はTetepお よ びTetep・Pb

給 与 区が対照 区 よりやや高い値 を示 し,Tetep給 与 区では

対 照区同一牛群 よ り有意 に高 い値(p<0.05)を 示 した.酢

酸/プ ロ ピオン酸比 については処理 問に差が認 められ なかっ

た.ア ンモニア態窒素濃度についてはTetepお よ びTetep・

Pb給 与 区が対 照区 よ り高 い値 を示 し,Tetep・Pb給 与 区

は対 照区同一牛群 よ り有意 に高 い値(p<0.05)を 示 した.

ア ンモニアはルーメ ン微生物蛋 白質合成 において最 も重要

な窒 素源 で,ア ンモニアの生成速度が微生物 に よる資化速

度 を上回る とア ンモニア態窒 素濃度 が上昇 し,ル ーメ ン上

皮 か ら吸収 されて尿素 に代謝 される量 が増加 するこ とが知

られてお り,ま た,ル ーメ ン内でのア ンモニア態窒素濃度

の上昇は,窒 素源 である分解性蛋 白質が過剰 な場合 や微生

物蛋 白質 の再合成 に必要 なエ ネルギーが不足 した場合 に起

こる ことが 知 られ てい る 〔10,30〕.本 研 究 におい て,

Tetepお よ びTetep・Pb給 与 区が対照区 よ り高い血液 中尿

素窒 素 を示 したの は,対 照 区 よりCP摂 取 量が多か ったこ

とお よびルーメ ン液 中ア ンモ ニア態窒素濃度が高 かったこ

とに よる もの と考 え られた.し か しなが ら,本 研究 にお け

るル ーメ ン液 中 ア ンモニ ア態窒 素濃度 は これ まで の報告

〔10〕の値 よ りも低い値であ った.

本 研 究 におい て,乳 量 や乳成分 について対 照区 とTetep

給 与 区 とTetep・Pb給 与 区の間に大 きな差は認め られなかっ

た.こ のこ とは,イ タリア ンライグラスサ イ レージに代替

した給与割合が低 かったこ と,ま た,供 試 した泌乳牛の乳

量 が低 いこ とも関係 する もの と思 われる.Pbサ イ レー ジ

を泌乳牛 のアルフ ァルフ ァヘ イキューブの代替飼料 として

給与 して も採食量,乳 量お よび乳成分の低下 は認め られ な

い こ とが明 らか にな ってお り 〔31〕,今 後飼料 イネ とPb

の混播栽培,飼 料 イネへのPb混 合割合 を変えたロールベ ー

ルサ イ レージの調製,Pb混 合 飼 料 イネサ イレージの給与

が乳生産 に及 ぼす影響 につ いて高泌乳牛 を用 いた検討 な ど

を行 う予定 である.
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Abstract

A Preliminary Study on Milk Production in Lactating Dairy Cows 

 fed Rations including the Silage of Forage Rice Mixed with or 

without Phasey Bean

Manabu TOBISA1, Yutaka NAKANO, Hirotoshi FURUSAWA2, Yoshinori KAJIHARA2, 

Kouichi YASUKOUCHI2, Naoko MICHIBATA2, Toshihiro MOCHIZUKI, Kaoru OKANO, 

Yoichi NADA, Masataka SHIMOJO, Yasuhisa MASUDA

Faculty of Agriculture, Kyushu University1

Present, Faculty of Agriculture, University of Miyazaki2

University Farm, Kyushu University

Manabu Tobisa (fax: +81(0)985-58-7260, e-mail: mtobisa@cc.miyazaki-u.ac.jp)

This study was conducted to investigate the milk yield and quality on lactating Holstein dairy cows fed rations including the silage 

made from forage rice mixed with or without phasey bean (Macroptilium laghyroides (L.) Urb. cv. Murray). The milk-ripe stage rice 

plants (cv. Tetep) wilted for two days after harvesting were mixed with the blooming stage phasey bean (Pb) wilted for 2 - 3 hours after 
harvesting at the ratio of 4 : 0 or 3 : 1 in fresh matter, before being ensiled by a mini roll baler. Rations were designated as control 

ration, Tetep ration and Tetep+Pb ration. The control ration fed daily to a cow is composed of 26 kg of Italian ryegrass silage (Ir silage) 

as a roughage feed. The Tetep ration is composed of 5 kg of Tetep silage and the ration of Tetep+Pb is composed of 5 kg of Tetep+Pb 

silage, with 22 kg of Ir silage for each of the two rations. In addition each of daily rations includes 5-8 kg of dairy formula feed, 3 

kg of alfalfa hay cubes and 1-2 kg of flaked maize. After 5 days preliminary period, the experimental period was followed. The cows 

were divided into two groups (2 heads/group) fed with Tetep and Tetep+Pb silage for 11 days (first term) and 7 days (second term), and 

all the cows were fed with control ration for 7 days during experimental periods. The results obtained were as follows. The Tetep+Pb 

silage showed lower fermentation quality than the Tetep silage due to a higher ratio of volatile basic nitrogen to total nitrogen 

(VBN/TN). Total digestible nutrients (TDN) and crude protein (CP) contents of the Tetep+Pb silage were higher than those of the Tetep 

silage. This was caused by comparative high values of them in Pb (TDN; 65.0%, CP; 15.0%). There were no significant differences 

in milk yield and quality between control, Tetep and Tetep+Pb rations fed to cows. The concentration of urea-N in blood plasma was 

higher in cows fed Tetep or Tetep+Pb rations than in cows fed the control ration. The ratio of valeric acid to total volatile fatty acids 

and ammonia-N concentration in rumen fluid were higher in cows fed rations Tetep or Tetep+Pb than in cows fed control ration. The 

above higher values detected in blood plasma and rumen fluid were within clinically normal ranges.

Key words: Blood components, Forage rice, Milk production, Phasey bean, Rumen fermentation, Silage fermentation. 
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